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学校教育推進の指針 
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〇「見通し・実行・振り返り」を重視した「主体的・対話的で深い学び」の創造 
 

〇日常的な１人１台端末の活用による「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実 
 

〇モジュール学習による「集中力」と「自己肯定感」の醸成 

 

〇学校・地域連携カリキュラムによる「地域

とつながる学び」の充実 

○小・中のつながりを意識した道徳教育・人 

権教育・キャリア教育の充実 

○読書活動の充実による豊かな感性の醸

成  

  
 

学校や地域の固有の条件を生かした創意あふれる教育活動を展開し、児童生徒

が生き生きと取り組むことができる魅力ある楽しい学校づくりを推進する。 
  
① 「見通し・実行・振り返り」を重視した学びの推進  
② 家庭・地域と連携・協働する学校づくりの推進  
③ 山口東京理科大学と連携した理数教育とSTEAM教育の推進  
④ 「つながる学び」を生かしたキャリア教育の推進  
⑤ 市立図書館と連携した読書活動の推進 

 

特色ある学校教育の推進 

元気と笑顔あふれる学校の協創 

山陽小野田市学校教育の基本方針 

 

○家庭と連携した生活習慣の改善 

 

○体力向上に向けた取組の工夫・充実 

 

○望ましい食習慣の形成、健康に関する意

識の高揚及び実践力の向上 

人が育ち 人が輝き 人がつながる コミュニティ・スクールの運営 

 

市いじめ防止 
基本方針の徹底  

市特別支援教育 
推進計画 

一人ひとりを大切にし、 
共に生きる教育 

推進計画 
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特色ある学校教育の推進 

1 「見通し・実行・振り返り」を重視した学びの推進 

２ 家庭・地域と連携・協働する学校づくりの推進 
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４ 「つながる学び」を生かしたキャリア教育の推進 

３ 山口東京理科大学と連携した理数教育と STEAM 教育の推進 
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５ 市立図書館と連携した読書活動の推進 
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分野別努力事項 
  

 

１ 学 校 経 営 
 

○ 温かい人間関係づくりに努め、一人ひとりのよさや可能性を生かし、自ら学

び自ら考える教育活動の展開をめざす。 

 

○ コミュニティ・スクールを基盤として、保護者や地域住民と目標やビジョン 

を共有し、地域と一体となって子どもたちを育む「地域とともにある学校づく 

り」を推進する。 

 

○ 学校の教育目標達成のため、組織として相互に連携しながら教育活動に取り

組むチームとしての学校体制を整備する。 

２ 社会に開かれた教育課程 
 

○ グランドデザインを保護者や地域と共有し、学校・家庭・地域が協働する

ことで目標の実現をめざす。 

 

○ 基礎的な知識・技能を習得させ、これらを活用して思考力・判断力・表現 

力を養い、子どもたち自身が自らの学びを振り返って次の学びに向かう力や

人間性を育む教育課程を編成する。 

 

○ 学校教育目標の実現に必要な教育の内容を教科等横断的な視点で組み立

て、教育課程の実施状況を評価、改善し、人的・物的な体制を確保するこ

と（カリキュラム・マネジメント）をとおして、組織的かつ計画的に教育

活動の質の向上を図る。 
 

○ 学校運営協議会や地域教育協議会を機能させながら、地域の教育資源を生

かした学校・地域連携カリキュラムを創出し、社会に開かれた教育課程の実

現をめざす。 

 

○ 学校支援・地域貢献・家庭教育の充実により、中学校区で育てたい子ども

像を共有しながら学校・家庭・地域が連携し、児童生徒の発達段階に応じた

教育活動を実践する。  
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４ 生 徒 指 導 
 

○ 発達支持的生徒指導を基盤として、児童生徒の個性を尊重し、受容的な態度

で共感的な児童生徒理解に努める。 

 

○ 家庭・地域・心の支援室・関係機関が互いに連携を深めながら、暴力行為・

いじめ・不登校への対応など、生徒指導上の諸問題の未然防止に重点を置き、

専門家と連携した教育相談体制の充実と積極的な生徒指導を推進する。 

 

○ いじめは、児童生徒の心身の健全な発達に重大な影響を及ぼし、不登校や自

殺など、様々な問題行動を引き起こす可能性のある深刻な問題であることか

ら、山陽小野田市いじめ防止基本方針及び各校のいじめ防止基本方針のもと、

「未然防止」及び「早期発見・早期対応」を組織的に推進する指導体制の充実

を図る。 

 

○ 義務教育９年間の指導のあり方につながりをもたせるために、中学校区の児

童生徒指導統一マニュアルを定め、小・中学校の連携を重視した生徒指導体制

を進める。 

 

〇 各学校において、日常生活における児童生徒の変化にいち早く気づき、早期

対応を行うためのゲートキーパー（※）の育成に努める。 
 
※ゲートキーパーとは、自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（①気づき・声か

け、②傾聴、③つなぎ、④見守り）を図ることができる人 

３ 学 習 指 導 

○ 子どもの豊かな学びを実現するために、「個別最適な学び」や「協働的な

学び」のある「主体的・対話的で深い学び」への授業改善を図る。 

 

○ 授業において、児童生徒自身が学習を計画し、実行し、振り返るといった

サイクルをとおして、児童生徒の主体性や当事者意識の醸成を図る。 

 

○ 「見通し・実行・振り返り」という学びの過程の中で、各教科等の特質に

応じた「見方・考え方」を働かせた探究的な学習への授業改善に取り組む。 

 

〇 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げた

りすることのできる授業を行う。 

 

〇 １人１台端末を活用しながら、予習・授業・復習のサイクルを確立し、自

らの学びを客観的に捉え、調整していける力の育成を図る。 
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５ キャリア教育 
 

○ 小中９年間の学びを見通して作成した全体計画や学年別指導計画をもとに、

教育活動全体を通した体系的・系統的な指導・支援により、キャリア・パスポ

ートを活用しながら、自分にふさわしい生き方を実現しようとする意欲や態

度、能力を育成する。 

 

○ 発達段階に応じた体験学習等をとおして、「自分がしたいこと、自分ができ

ること、社会が求めていること」の３つの視点から自分を見つめ直させ、自己

肯定感を高め、夢を育み、その実現へ向けて取り組もうとする意欲や態度を育

成する。 

 

○ ふるさとに誇りと愛着をもち、地域に貢献する児童生徒を育成するため、学

校、家庭、地域、産業界等が連携した教育を推進し、多様な体験活動を行うと

ともに、子ども市民教育事業を活用しながら、教育活動の一層の充実を図る。 

 

〇 立志式や職業講話の実施の際に、山陽小野田市出身または本市で活躍されて

いる方を講師として招聘し、先進の生き方や考え方からの学びを促進する。 
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７ 道 徳 教 育 

○ 特別活動を中心に教育活動全体をとおして心に響き心をゆさぶる豊かな体験

活動を推進し、道徳性を養う。  

 

○ 「特別の教科 道徳」では、道徳的諸価値についての理解を基に自己を見

つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深めら

れるようにする。 

 

○ 「特別の教科 道徳」の年間指導計画は､道徳教育の全体計画に基づき、各

教科、総合的な学習の時間及び特別活動との関連を考慮しながら作成する。 

８ 特別支援教育 

 

○ 一人ひとりの障がいの実情や教育的ニーズを把握し、合理的配慮の提供や教

育課程の充実、適切な相談・支援を積極的に行い、発達障がいを含め障がいの

ある幼児児童生徒の自立・社会参加に向けて、家庭や地域と連携しながら生き

る力を高める教育の充実を図る。 

 

○ 校内コーディネーターを中心とする校内支援体制を整備し、地域コーディネ

ーターの活用、医療等関係機関との連携を図りながら障がいに対する理解や認

識を深めるとともに、交流及び共同学習を通して、障がいの有無にかかわらず

共に生きる社会の実現をめざした教育を推進する。 

※｢山陽小野田市特別支援教育推進計画｣を参照し、共通理解を図ること。 

６ 人 権 教 育 

○ 児童生徒の実態に即し、学校の教育活動全体をとおして人権尊重の意識を高

め、実践的な人権感覚や豊かな感性が身に付くよう人権教育を組織的・計画的

に推進する。 

 

○ 児童生徒の人権に十分配慮し、家庭・地域と連携して一人ひとりを大切にし

た教育を推進する。 
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９ 特 別 活 動 
 

○ 多様な他者と協働する様々な集団活動をとおして、心身の調和のとれた発達

と個性の伸長を図り、自己の生き方についての考えを深め、自己実現を図ろう

とする態度を養う。 

 

○ 地域と連携した活動や地域への貢献活動等の体験的・実践的活動をとおして

豊かな心やボランティア精神の育成を図るとともに、学級活動、児童会・生徒

会活動等児童生徒の自主的・実践的な活動をとおして集団の一員としての自覚

を深め、協力してよりよい生活や人間関係を築こうとする態度を育てる。 

 

○ 各教科等で学んだことを総合的に活用し、自分の生活や社会で生きて働く汎

用的な力に高めることができるよう取組の工夫改善を図る。 

１０ 外国語活動・外国語科 
 

○ 本市事業「英語教育推進事業」により、ALT を全小・中学校に配置すること

で、豊かな外国語活動・教育の実現を図る。 

 

○ 小学校においては、外国語活動・外国語科における音声活動・コミュニケー

ションの場面で、中学校においては、英語でのやり取りや、CAN-DO リストに

基づいたコミュニケーションの場面において ALT を効果的に活用する。 

 

○ 学習内容の系統性をもたせるため、外国語指導の小中連携を図るとともに、

児童生徒の理解が深まるよう ICT 機器を積極的に活用した授業を創出する。 

 

○ 中学校では、授業における教師の英語使用の割合を高め、英語学習アプリを

活用し個別最適な学びの実現を推進し、４技能を統合的に活用できるコミュニ

ケーション能力の育成を図る。 

 

１１ 読書活動 

○ 司書教諭・学校司書を中心に、学校図書館を「読書センター」「学習セ

ンター」「情報センター」として機能させるとともに、主体的・対話的で

深い学びを効果的に進める基盤としての学校図書館の充実を図る。 

 

○ 学校が地域ボランティア等と連携することにより、子どもたちの知的活

動を増進するとともに、豊かな情操を養う。 

 

○ 学校図書館と市立図書館のシステム統合により拡大した読書環境の活用

を推進する。 
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１２ 総合的な学習の時間（STEAM 教育の充実） 
 

○ 児童生徒につけさせたい資質・能力及び望ましい態度を明らかにし、指導時

期や指導方法及び指導体制の工夫を図り、探究的な見方・考え方を働かせ、教

科横断的・総合的な学習を行う。 

 

〇 総合的な学習の時間を核として、学校・地域連携カリキュラムの見直しを探

究的な学びの視点から図る。 

 

〇 総合的な学習の時間の全体計画を基に、地域の人的・物的資源を活用した探

究的な学習の充実を図るとともに、ふるさと学習の実施や地域教材の開発を進

めるなど、各学校の特色や強みを活かした教育活動を推進する。 

１３ モジュール学習（生活改善・学力向上） 
 

〇 メディアコントロール等の取組をとおして、児童生徒の基本的生活習慣の

改善を促進し、学習意欲や体力、気力の向上を図る。 

 

○ 生活改善・学力向上事業の一環として、「読み・書き・計算」等の徹底反

復を行い、「脳の活性化・集中力の育成」と「基礎学力の定着」をめざすと

ともに、達成感を味わわせ、学習意欲の向上を図る。 

 

○ 朝の帯取りの学習の時間を確実に確保し、１人１台端末も活用しながら、

年間を通して着実に実施する。 
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１４ 情 報 教 育 
 

〇 情報教育の全体計画及び年間カリキュラムを基に、端末の基本的なスキ

ルを習得するとともに、「他律（ルールを守らせる）」から「自律（自分の

意思で判断、工夫する）」を意識した情報モラルの習得をめざす。 

 

○ 各校に整備される ICT 機器や１人１台端末を活用する各教科等の授業例

や指導法について研修の機会を充実し、授業改善を図る。 

 

○ 週末に１人１台端末を持ち帰って家庭学習を行い、学校・家庭・地域でつ

ながる学びの充実を図る。 

 

○ 市内高等学校と連携し、高校生による出前実習の充実を図り、児童生徒

にプログラミングを体験させながら、コンピュータに意図した処理を行わ

せるために必要なプログラミング的思考を育成する。 
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１５ 安 全 教 育 
 

○ 学校教育全体において安全教育の推進に努めることをとおして、全ての児

童生徒が、自ら適切に判断し、主体的に行動できるよう、安全に関する資

質・能力を確実に育てる。 

 

○ 安全管理とともに、防犯教室や交通安全教室の開催、登下校時の交通安全

指導の充実、避難訓練・引き渡し訓練の実施、安全マップや危機管理マニュ

アルの作成等について、自助・共助・公助の視点から見直しと改善を図り、

生活安全、交通安全、災害安全の確保を図る。               

 

○ コミュニティ・スクールや地域協育ネットの仕組みを生かした家庭、地域

との連携・協働、また関係機関との連携による組織的な安全対策を推進す

る。 

１６ 健 康 教 育 
 

○ 学校・家庭・地域の連携のもとに、健康に関する基礎的な知識を身に付け

させるとともに、生活習慣の改善を行い、生涯にわたって主体的に健康の保

持増進や回復に取り組む態度や能力を育てる。  

 

○ 医療関係者など専門家との連携を推進するとともに、学校保健安全委員会

や児童会・生徒会活動を活性化し、健康に関する意識の高揚及び実践力の向

上を図る。 

 

○ 体育的諸活動をとおして、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続で

きる基礎を育てる。 

 

 
１７ 食に関する指導 

 

○ 食に関する指導の６つの観点「食事の重要性」「心身の健康」「食品を選

択する能力」「感謝の心」「社会性」「食文化」について、給食時間はもと

より、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動など学校の教

育活動全体をとおして身に付け、習得できるように指導し、健康な食生活を

実践することができる能力や態度を育てる。 

 

○ 栄養教諭・学校栄養職員を中核とした食に関する指導体制の整備を図ると

ともに、学校、家庭、関係団体等が連携・協働し、望ましい食習慣の形成に

つながる取組を推進する。 
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１８ 校種間の連携 
 

○ 小中連携の充実・強化に向けて、小中学校教員相互乗り入れ授業を実施

し、指導内容や指導方法などについて情報交換を行うことで、小中学校のつ

ながりを重視した学習の基盤づくりを進める。 

 

○ 小中学校が連携した学校・地域連携カリキュラムを作成し、９年間で児童

生徒が身に付ける資質・能力を明らかにした教育を展開する。 

            

○ 幼児期の教育から小学校教育への円滑な接続に向けて、学校の生活や学習

の基盤を培うため、リンクリンクカリキュラムを活用した幼保・小の連携や

交流を積極的に進める。 

   

○ 包括的連携協定等による連携体制を活用し、地域の高等学校や山口東京理

科大学との連携を図るなど、地域の教育資源を生かした特色ある教育活動を

推進する。 

 

〇 小中一貫・連携教育推進事業の一環として、小学校と中学校の合同研修会

や相互の授業参観を実施し、児童生徒理解や授業改善を推進する。 

１９ 教職員研修 
 

○ 積極的に授業を公開して授業評価を行ったり、ユニット型研修等を実施し

たりすることで、主体的・対話的で深い学びの実現を図る授業づくりや授業

改善に関する研修に取り組む。 

 

○ 人権意識を高め、カウンセリングマインドをもって児童生徒を理解し、そ

の願いに応える学級づくりに関する研修を推進する。 

 

○ 教職員は、教科の専門性やキャリアステージに応じて、継続的に資質・能

力及び授業力の向上を図るよう、主体的・計画的に研修に取り組む。 

 

○ 若手教職員育成の観点から、１０００日プランを活用し、各校において人

材育成の場を、年間の教職員研修に位置づけ、計画的に実践する。 
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２０ 山口東京理科大学との連携 
 

○ 大学の出前授業である「ほんものの科学体験講座」や「くすりの正しい飲

み方体験学習」、市内の児童生徒の科学作品展を含む「大学開放デー」を協力

して開催する等、大学と連携した理数教育と STEAM 教育を推進する。 

 

○ 教職をめざす学生の教育実習指導や、教職実践演習等を支援するととも

に、学生ボランティアを市内各学校で受け入れる。 
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